　「怪盗ブラック・タイガー」ฟ้าทลายโจร　Tears of the Black Tiger
制　作：　ノンシー・ニミブット　　「ナンナーク」「チャンダラー」「Three」「2499」

監督・脚本：　ウィシット・サーサナティアン（1964～）　　　「ナンナーク（脚本）」

　シラパコーン芸術大学を卒業後、広告代理店でCMディレクター。大学時代の同級生であったノンスィー・ニミブット監督の「1956年デーン・バイレーとチンピラ」（97）と「ナンナーク」（98）の脚本を担当。初監督作品「怪盗ブラック・タイガー」（00）をタイ映画として初めてカンヌ国際映画祭「ある視点部門」に正式出品したことで一躍注目を浴びる。アクション、コメディー、悲劇などの伝統的なタイ映画のスタイルにこだわりつつ、テクニカラーや芝居がかった演技、様々な特殊効果などに独特な映像センスを見せる。ほかに「シチズン・ドック」（05）がある。

タイ公開：1999年9月　　　　日本公開：2002年7月

キャスト：　ダム：（青年期）チャッチャイ・ガームサン
（少年期）スウィニット・パンチャマワット「チャンダラー」「Three」

ラムプイ：
　ステラ・マールギー

マヘースアン：　スパコーン・キットワーン「忘れな歌」「2499」「Crime Kings」

警部：　
エーラワット・ルアンウット

映画祭出品：

2000年
バンクーバー国際映画祭タイガー＆ドラゴン賞

2001年
プチョン国際ファンタスティック映画祭審査員特別賞

カンヌ国際映画祭「ある視点」部門、シアトル国際映画祭、　エジンバラ映画祭、フランダース国際映画祭、ヒホン国際映画祭最優秀美術賞、
東京FilMex2001コンペティション部門、2002年
サンダンス映画祭


　　　　　ゆうばり国際ファンタスティック映画祭02
ストーリー：

戦争中に疎開した村でラムプイとダムが出逢ったのは、互いの少年少女期であった。前者はお金持ちの令嬢、後者は村長の息子だったが身分を超えて親しくなり、ラムプイは自分の名を刻んだハーモニカをダムに渡してバンコクへ戻っていった。

9年後、二人はバンコクの大学で運命的な再会を果たして結婚を誓うが、ダムの父親が村長の座をねらう盗賊に殺されてしまい、ダムは復讐の道へと進む。形勢不利なところを悪名で鳴る盗賊団に助けられたダムは、ブラック・タイガーの名で盗賊団の仲間となってしまう。

数年後、捕らえられたガームチョン警部の処刑を命じられたダムは、警部の婚約者がラムパイだと知ると、彼を逃がすのだった。盗賊団がラムパイの婚礼に襲撃を企てる計画を知ったダムは、ラムパイを守ることを決意。しかし、相棒でありライバルでもあったマヘースアンに警部の命を救ったことを知られると、裏切り者として命を狙われることになる。致命傷を負ったかに見えたダムの命を救ったのは、幼い日にラムパイから送られたハーモニカだった、ところが・・・・

